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　我々第３期市議会議員での議会だよりの編集につきましては、今号が最後にな
ります。任期中に議会だよりの大幅なリニューアルを行い、市議会としてよりわ
かりやすい誌面を目指してまいりました。そして今号から市民の皆様からのご意
見を反映し、右綴じへと変更いたしました。これからも北名古屋市議会そして議
会だより「きたしる」をどうぞご期待ください。ありがとうございました。

編 集 後 記

平成30年　第2回定例会の予定

平成３０年 第１回臨時会の予定

【請願書・陳情書の
提出について】
第２回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、5月25日（金）
の午後５時（予定）
です。詳しくは、議
会事務局までお問い
合わせください。

※議長など議会役職者の
　選出が行われます。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

本会議（最終日）

本会議（初議会）

６月 5 日㈫

６月13日㈬

６月14日㈭

６月15日㈮

６月19日㈫

６月20日㈬

６月21日㈭

６月28日㈭

≪皆さんの声をお聞かせください≫

　議会だよりをリニューアルして２年が経過しました。
より充実させるため、皆様からのご意見
ご感想をお聞かせください

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

５月１５日㈫
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予　算　特　集　　

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
第１回定例会の結果　　　　　　　　　　Ｐ４　　　　一般質問　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ８
傍聴案内　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ１１　　　委員会における審査報告　　　　　　　　Ｐ１２
第２回定例会の予定、編集後記　　　　　Ｐ１６　　

第１回定例会において審議された予算のうち
主な事業を紹介していきます。

平成
30年度版

まちづくりのためって
どんなことに
お金を使うの？

豊かな学びと心を育み
文化の薫るまちづくり

快適で
利便性の高いまちづくり

協働と連携のまちづくり

魅力的で
活力あるまちづくり

安全・安心で
環境にやさしいまちづくり

健康で
生きがいを持って暮らせる

まちづくり

小規模保育事業
３億９，３８０万４千円

待機児童対策として小規模保育事業所を増設

母子保健事業
1億２，７３８万２千円

妊娠期から
子育て期にわたるまでのケア

住宅耐震化等促進事業
２，３２０万８千円

住宅の耐震診断、耐震改修補助

消防ポンプ自動車購入
１，６４７万円
消防団が使用する

消防ポンプ自動車を購入

スクールソーシャルワーカーの設置
１３３万６千円

児童生徒の様々な課題に支援を行う
スクールソーシャルワーカーの設置

中学校部活動指導員の設置
３４５万６千円

中学校の部活動に市民や関係団体の
協力により指導員を配置

市内循環バス事業
６，８２７万８千円

高齢者にやさしいきたバスの運行

児童遊園整備事業
１，２００万円

児童に安全な遊び場所を
提供

公共施設個別施設計画策定事業　
２，０５４万７千円

公共施設の維持管理等の方針を定める

議会ＩＣＴ推進事業
３２２万５千円
議会及び議員活動の

合理化・効率化を図るため
タブレット端末を
全議員に貸与

北名古屋沖村西部
土地区画整理事業
８億２，２００万円
新たな工業系市街地の整備

北名古屋市

沖村西部地区
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全員賛成
原案可決

全員賛成
原案同意

北名古屋市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

平成２９年度北名古屋市一般会計補正予算（第５号）について

平成３０年度北名古屋市一般会計予算について

平成３０年度北名古屋市土地取得特別会計予算について

北名古屋市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について

平成２９年度北名古屋市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）に
ついて

平成３０年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について

平成２９年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について

平成３０年度北名古屋市後期高齢者医療特別会計予算について

北名古屋市国民健康保険条例の一部改正について

北名古屋市国民健康保険税条例の一部改正について

北名古屋市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について

北名古屋市医療費支給条例の一部改正について

平成３０年度北名古屋市介護保険特別会計予算について

北名古屋市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を
定める条例の制定について

北名古屋市介護保険条例の一部改正について

北名古屋市指定地域密着型サービス事業者等の指定に関する基準を定
める条例の一部改正について

議案第 1 号

議案第 2 号

議案第 3 号

議案第 4 号

議案第 5 号

議案第 6 号

議案第 7 号

議案第 8 号

議案第 9 号

議案第10号

議案第11号

議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

議案第17号

北名古屋市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準を定める条例等の一部改正について

平成３０年度北名古屋市北名古屋沖村西部土地区画整理事業特別会計
予算について

平成２９年度北名古屋市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
について

平成３０年度北名古屋市公共下水道事業特別会計予算について

北名古屋市都市農業振興基本計画策定委員会条例の制定について

北名古屋市固定資産評価審査委員会委員の選任について

北名古屋市固定資産評価審査委員会委員の選任について

北名古屋市固定資産評価審査委員会委員の選任について

議案第18号

議案第19号

議案第20号

議案第21号

議案第22号

議案第23号

議案第24号

議案第25号

平成３０年　第１回定例会の結果　
会期２８日間　２月２３日～３月２２日

今回の議案
条例等の制定及び改正・１１件　　　　新年度予算・・・・・・・７件
補正予算・・・・・・・・４件　　　　人事案件・・・・・・・・３件

議案番号 議　案　名　 議決結果

議案番号 議　案　名　 議決結果

インターネットで議会の録画中継や議案の
審議結果等が見られます

ホームページは
こちらから

北名古屋市議会

北名古屋市議会では、インターネットで議会に関する
様々な情報をご覧いただくことができます。

全ての議案内容は、
北名古屋市ホームページの

「議案・請願とその審議結果」
をご覧ください。

　是非、この機会に市民の皆様の
アクセスをお待ちしております。

※通信料等はご利用者負担となります。

今号では、色の付いている議案を
ピックアップします。
なお、議案質疑等は

委員会のページ（P12～P15）に
掲載しております。

検 索
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　都市農業振興基本法の規定に基づき、北名古屋市における都市農業の振興に関する計画を策定する
ため、北名古屋市都市農業振興基本計画策定委員会を置く。

　国民健康保険事業の運営主体が市から愛知県に移行され、事業に要する費用となる事業費納付金に
充てる国民健康保険税について定めるとともに、財政基盤の安定を図ることを目的として、被保険者
の国民健康保険税の負担を見直すことに伴い、条例の一部を改める。

出典　農林水産省　ＨＰ　都市農業振興基本法のあらまし

　国民健康保険税の算定から資産割については廃止となりますが、上記のとおり所得割
額、均等割額及び平等割額の税率、賦課限度額が改正されることにより、１世帯当たり平
均で約２，０６０円の増額となります。また納付回数が年１０回から９回へと変わります。

※１世帯の年税額　＝　医療給付費分　＋　後期高齢者支援金分　＋　介護納付金分

北名古屋市都市農業振興基本計画
策定委員会条例の制定について

条例制定北名古屋市国民健康保険税条例の
一部改正について

条  例

区　分
医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

（４０歳～６４歳）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割額 5.5％ 5.9％ 1.8％ 2.0％ 1.5％ 1.7％

資産割額 10.5％ 廃止 2.0％ 廃止 2.0％ 廃止

均等割額
（１人当たり） 18,800円 5,600円 6,600円 5,000円 6,500円

平等割額
（１人当たり） 19,800円 19,500円 7,000円 6,700円 5,000円 5,000円

賦課限度額 540,000円 540,000円 180,000円 190,000円 140,000円 160,000円

17,200円

　都市農業振興基本法は、都市農業の安定的な継続を図るとともに、多様な機能の適切かつ十
分な発揮を通じて、良好な都市環境の形成に資することを目的として、平成２７年に制定され
ました。策定委員会の委員は学識経験者や農業者、農業団体の代表者などで構成されます。

可決 可決

災害時の防災空間

国土・環境の保全 良好な景観の形成

農業体験・学習、交流の場

都市住民の農業への理解の醸成

新鮮な農産物の供給

都市農業振興基本法第３条第１項
で規定する都市農業の多様な機能

火災時における延焼の防止や
地震時における避難場所、仮
設住宅建設用地等のための防
災空間としての役割

都市の緑として、雨水の保
水、地下水の涵養､生物の
保護等に資する役割

緑地空間や水辺空間を提供
し、都市住民の生活に「や
すらぎ」や「潤い」をもた
らす役割

身近に存在する都市農業を
通じて都市住民の農業への
理解を醸成する役割

消費者が求める地元産の
新鮮な農産物を供給する
役割

都市住民や学童の農業体
験・学習の場及び生産者と
都市住民の交流の場を提供
する役割

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。
今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第１回 定例会～

　平成29年度の市議会モニターは8名の方が活躍されました。
ここでは、いただいたご意見を紹介します。
・傍聴する際の貸し出し資料を見やすくしてほしい。
・市議会の一層の進展を望む。
・傍聴者へのタブレットの貸し出しを期待する。
・意見、討論が多く、内容がよく理解できた。
・わかりやすく、丁寧な説明をしてほしい。

ご
意
見
箱
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　都市農業振興基本法の規定に基づき、北名古屋市における都市農業の振興に関する計画を策定する
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可決 可決

災害時の防災空間

国土・環境の保全 良好な景観の形成

農業体験・学習、交流の場

都市住民の農業への理解の醸成

新鮮な農産物の供給

都市農業振興基本法第３条第１項
で規定する都市農業の多様な機能

火災時における延焼の防止や
地震時における避難場所、仮
設住宅建設用地等のための防
災空間としての役割

都市の緑として、雨水の保
水、地下水の涵養､生物の
保護等に資する役割

緑地空間や水辺空間を提供
し、都市住民の生活に「や
すらぎ」や「潤い」をもた
らす役割

身近に存在する都市農業を
通じて都市住民の農業への
理解を醸成する役割

消費者が求める地元産の
新鮮な農産物を供給する
役割

都市住民や学童の農業体
験・学習の場及び生産者と
都市住民の交流の場を提供
する役割

その他沢山の貴重な
ご意見、ご提案をいただきました。
今後の議会運営に役立てて
いきたいと思います。

市議会モニター意見箱
～第１回 定例会～

　平成29年度の市議会モニターは8名の方が活躍されました。
ここでは、いただいたご意見を紹介します。
・傍聴する際の貸し出し資料を見やすくしてほしい。
・市議会の一層の進展を望む。
・傍聴者へのタブレットの貸し出しを期待する。
・意見、討論が多く、内容がよく理解できた。
・わかりやすく、丁寧な説明をしてほしい。

ご
意
見
箱
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一
般
質
問

一
般
質
問
質
問
議
員
　
６
名

　
家
庭
ゴ
ミ
に
は
資
源
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
言
い
換
え
れ
ば
資
源
と
い
う
お
金

を
捨
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、

ゴ
ミ
が
多
け
れ
ば
焼
却
費
用
も
か
さ
む
。

平
成
26
年
度
は
、
市
民
1
人
1
日
当
た
り

5
5
4
ｇ
の
家
庭
系
ご
み
を
排
出
し
て
い

る
が
、
家
庭
系
資
源
量
は
市
民
1
人
1
日

当
た
り
1
5
1.
7
ｇ
の
回
収
で
あ
っ

た
。
北
名
古
屋
市
環
境
基
本
計
画
で
は

「
資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
」
と
し
て
平
成

32
年
の
目
標
値
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ

に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
の
現
状
と
、

今
後
の
達
成
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
32
年
の
目
標
値
と
し
て
、
市
民
1

人
1
日
当
た
り
の
家
庭
系
ご
み
排
出
量
を

5
3
6
ｇ
、
資
源
回
収
量
を
2
4
3
ｇ
と

掲
げ
た
。
平
成
28
年
度
に
は
家
庭
系
ご
み

排
出
量
が
5
3
9
ｇ
と
目
標
達
成
ま
で
わ

ず
か
で
あ
る
が
、
資
源
回
収
量
は
1
3
0

ｇ
と
目
標
達
成
に
遠
く
及
ん
で
い
な
い
。

原
因
と
し
て
は
民
間
の
資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
影
響
と
、
可
燃
ゴ
ミ
へ
の
混
在
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
市
役
所
内
で
の

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

渡
邊
　
幸
子（
市
政
ク
ラ
ブ
）

西常設資源集積所（ジャンボプール北）

　
市
内
に
音
声
案
内
が
あ
る
信
号
機
は
９

か
所
と
聞
く
。
西
春
駅
西
交
差
点
は
音
声

案
内
だ
け
で
な
く
、
赤
信
号
で
渡
ろ
う
と

す
る
と
危
険
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
と
い

う
。
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
一
方
、
押
し

ボ
タ
ン
信
号
で
も
音
声
案
内
が
無
い
場
所

が
あ
る
。
目
の
不
自
由
な
市
民
の
方
よ

り
、
押
し
ボ
タ
ン
信
号
で
音
声
案
内
が
な

い
こ
と
か
ら
、
大
変
怖
い
思
い
を
し
た
と

の
声
が
届
い
た
。
ボ
タ
ン
を
押
す
と
一
定

時
間
で
青
に
な
る
が
、
誰
か
が
渡
っ
た
直

後
だ
と
、
次
の
青
ま
で
時
間
が
か
か
る
。

目
の
見
え
な
い
人
は
音
声
案
内
が
な
い

と
、
誰
か
が
渡
っ
た
こ
と
も
、
信
号
が
ま

だ
赤
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
全
て

の
方
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、
音

声
案
内
が
あ
る
信
号
機
の
増
設
が
必
要
と

考
え
る
。
当
局
の
考
え
は

　
警
察
署
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
音
の
出

る
信
号
機
は
、
視
覚
障
害
者
の
利
便
性
、

安
全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

視
覚
障
害
者
の
方
が
立
ち
寄
ら
れ
る
よ
う

な
施
設
の
周
辺
等
を
優
先
に
設
置
を
し
て

い
る
と
の
回
答
だ
っ
た
。
ま
た
、
安
全
を

図
る
た
め
の
音
が
逆
に
騒
音
と
な
り
、
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
設

置
に
は
周
辺
住
民
の
理
解
が
必
要
と
の
こ

押しボタン信号（東庁舎北）

一時保育事業実施保育園（九之坪保育園）

防
災
環
境
部
副
参
事

防
災
環
境
部
次
長

児
童
課
長

福
祉
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

雑
紙
分
別
の
試
験
運
用
を
実
施
し
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
を
普
及
拡

大
さ
せ
る
た
め
、
平
成
30
年
6
月
か
ら
市

内
2
箇
所
の
資
源
集
積
所
に
常
設
の
古
紙

古
布
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
予

定
。
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源
回
収
量
を

増
や
し
、
ご
み
処
分
費
削
減
に
努
め
る
。

と
だ
っ
た
。
市
と
し
て
は
、
今
後
要
望
を

受
け
た
際
、
地
区
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
警
察
と
協
議
し
て
い

く
。

・
自
治
会
か
ら
の
要
望
の
実
現
に
つ
い
て

・
野
良
猫
の
避
妊
手
術
に
補
助
制
度
の
創

　
設
を

・
育
休
時
に
３
歳
未
満
で
も
保
育
の
実
施
を

　
平
成
28
年
に
実
施
さ
れ
た
愛
知
子
ど
も

調
査
に
よ
る
と
県
内
の
子
ど
も
の
貧
困
率

は
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
た
が
、
ひ

と
り
親
の
子
ど
も
は
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
。
子
ど
も
の
貧
困
は
、
外
か
ら
見
え
に

く
く
、
認
識
が
さ
れ
に
く
い
。
自
己
肯
定

感
が
持
て
な
い
等
、
子
ど
も
の
成
長
に
影

響
を
与
え
る
。
社
会
か
ら
孤
立
さ
れ
や
す

い
子
ど
も
の
貧
困
を
、
社
会
全
体
の
意
識

と
し
て
持
つ
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。
こ

う
し
た
状
況
か
ら
、
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
る
た
め
本
市
で
も
実
態
調
査
が
必
要
で

は
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
認
識
や
本
市
の
実

態
、
貧
困
対
策
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
愛
知
子
ど
も
調
査
に
よ
る
と
子
ど
も
の

貧
困
率
は
県
全
体
で
5.
9
%
、
本
市
が

属
す
尾
張
中
央
圏
域
は
5.
5
％
で
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。
本
市
の
実
態
と
し

て
は
、
就
労
支
援
に
よ
る
自
立
の
増
加
に

よ
り
、
対
象
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
本
市
で
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
、
家
庭
療
育
支
援
、
市
独
自
の
遺
児
手

当
の
支
給
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
事

業
に
よ
り
保
護
者
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
図
り
、
教
育
委
員
会
で
は
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
に
向
け
き
め
細
や
か
な
指
導

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
「
子
ど
も

の
貧
困
」
を
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
盛
り

込
ん
で
、
支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

・
子
ど
も
の
地
域
と
支
援
を
つ
な
ぐ
「
子

　
ど
も
食
堂
」
に
応
援
を

・
子
ど
も
を
丸
ご
と
受
け
入
れ
る
中
卒
ま

　
で
の
医
療
費
無
料
化
を

市
内
の
信
号
に
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
を

大
原
　
久
直（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

渡
邉
　
麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）

　
一
時
保
育
事
業
の
中
で
今
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
は
、
月
に

一
度
の
み
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
２
人

の
自
閉
症
の
お
子
様
を
持
つ
保
護
者
か

ら
、
下
の
お
子
様
を
連
れ
て
上
の
子
の
幼

稚
園
行
事
に
参
加
す
る
の
が
困
難
な
た

め
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
を
利
用
し
て
い

る
。
預
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

が
、
費
用
が
高
く
金
銭
的
負
担
が
大
き
い

と
相
談
を
受
け
た
。
「
出
産
・
子
育
て
に

向
く
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
１
位
の
本
市
だ
か

ら
こ
そ
、
条
件
緩
和
や
定
員
の
拡
大
、
ま

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利

用
料
補
助
等
、
よ
り
手
厚
い
支
援
拡
大
に

つ
い
て
当
局
の
見
解
は
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
は
保
護
者
が
お
子

様
か
ら
離
れ
、
育
児
負
担
の
軽
減
が
で
き

る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
と
し
て
大
切
な

制
度
と
考
え
る
。
ま
た
、
障
が
い
を
有
し

て
い
る
お
子
様
を
連
れ
て
の
行
事
参
加
等

の
支
援
も
重
要
と
考
え
る
。
平
成
30
年
度

か
ら
は
九
之
坪
保
育
園
と
民
間
事
業
者
で

合
わ
せ
て
24
名
定
員
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
利
用
枠
を

広
げ
利
用
条
件
や
定
員
の
拡
大
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
利
用
料
補
助
に
つ
い
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
あ
る
が
研
究
し
て
い

き
た
い
。

・
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
利
用
料
等
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
の
拡
充
に
つ
い
て

齊
藤
　
裕
美（
公
明
党
）
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一
般
質
問

一
般
質
問
質
問
議
員
　
６
名

　
家
庭
ゴ
ミ
に
は
資
源
が
多
く
含
ま
れ
て

お
り
、
言
い
換
え
れ
ば
資
源
と
い
う
お
金

を
捨
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
さ
ら
に
、

ゴ
ミ
が
多
け
れ
ば
焼
却
費
用
も
か
さ
む
。

平
成
26
年
度
は
、
市
民
1
人
1
日
当
た
り

5
5
4
ｇ
の
家
庭
系
ご
み
を
排
出
し
て
い

る
が
、
家
庭
系
資
源
量
は
市
民
1
人
1
日

当
た
り
1
5
1.
7
ｇ
の
回
収
で
あ
っ

た
。
北
名
古
屋
市
環
境
基
本
計
画
で
は

「
資
源
が
循
環
す
る
ま
ち
」
と
し
て
平
成

32
年
の
目
標
値
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ

に
向
け
た
本
市
の
取
り
組
み
の
現
状
と
、

今
後
の
達
成
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
32
年
の
目
標
値
と
し
て
、
市
民
1

人
1
日
当
た
り
の
家
庭
系
ご
み
排
出
量
を

5
3
6
ｇ
、
資
源
回
収
量
を
2
4
3
ｇ
と

掲
げ
た
。
平
成
28
年
度
に
は
家
庭
系
ご
み

排
出
量
が
5
3
9
ｇ
と
目
標
達
成
ま
で
わ

ず
か
で
あ
る
が
、
資
源
回
収
量
は
1
3
0

ｇ
と
目
標
達
成
に
遠
く
及
ん
で
い
な
い
。

原
因
と
し
て
は
民
間
の
資
源
回
収
ボ
ッ
ク

ス
の
影
響
と
、
可
燃
ゴ
ミ
へ
の
混
在
が
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
市
役
所
内
で
の

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

渡
邊
　
幸
子（
市
政
ク
ラ
ブ
）

西常設資源集積所（ジャンボプール北）

　
市
内
に
音
声
案
内
が
あ
る
信
号
機
は
９

か
所
と
聞
く
。
西
春
駅
西
交
差
点
は
音
声

案
内
だ
け
で
な
く
、
赤
信
号
で
渡
ろ
う
と

す
る
と
危
険
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
と
い

う
。
こ
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
一
方
、
押
し

ボ
タ
ン
信
号
で
も
音
声
案
内
が
無
い
場
所

が
あ
る
。
目
の
不
自
由
な
市
民
の
方
よ

り
、
押
し
ボ
タ
ン
信
号
で
音
声
案
内
が
な

い
こ
と
か
ら
、
大
変
怖
い
思
い
を
し
た
と

の
声
が
届
い
た
。
ボ
タ
ン
を
押
す
と
一
定

時
間
で
青
に
な
る
が
、
誰
か
が
渡
っ
た
直

後
だ
と
、
次
の
青
ま
で
時
間
が
か
か
る
。

目
の
見
え
な
い
人
は
音
声
案
内
が
な
い

と
、
誰
か
が
渡
っ
た
こ
と
も
、
信
号
が
ま

だ
赤
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
。
全
て

の
方
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
、
音

声
案
内
が
あ
る
信
号
機
の
増
設
が
必
要
と

考
え
る
。
当
局
の
考
え
は

　
警
察
署
に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
音
の
出

る
信
号
機
は
、
視
覚
障
害
者
の
利
便
性
、

安
全
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

視
覚
障
害
者
の
方
が
立
ち
寄
ら
れ
る
よ
う

な
施
設
の
周
辺
等
を
優
先
に
設
置
を
し
て

い
る
と
の
回
答
だ
っ
た
。
ま
た
、
安
全
を

図
る
た
め
の
音
が
逆
に
騒
音
と
な
り
、
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
設

置
に
は
周
辺
住
民
の
理
解
が
必
要
と
の
こ

押しボタン信号（東庁舎北）

一時保育事業実施保育園（九之坪保育園）

防
災
環
境
部
副
参
事

防
災
環
境
部
次
長

児
童
課
長

福
祉
部
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

雑
紙
分
別
の
試
験
運
用
を
実
施
し
一
定
の

成
果
が
得
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
を
普
及
拡

大
さ
せ
る
た
め
、
平
成
30
年
6
月
か
ら
市

内
2
箇
所
の
資
源
集
積
所
に
常
設
の
古
紙

古
布
専
用
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
予

定
。
分
別
の
徹
底
に
よ
り
資
源
回
収
量
を

増
や
し
、
ご
み
処
分
費
削
減
に
努
め
る
。

と
だ
っ
た
。
市
と
し
て
は
、
今
後
要
望
を

受
け
た
際
、
地
区
の
皆
様
の
ご
意
見
を
お

聞
き
し
な
が
ら
、
警
察
と
協
議
し
て
い

く
。

・
自
治
会
か
ら
の
要
望
の
実
現
に
つ
い
て

・
野
良
猫
の
避
妊
手
術
に
補
助
制
度
の
創

　
設
を

・
育
休
時
に
３
歳
未
満
で
も
保
育
の
実
施
を

　
平
成
28
年
に
実
施
さ
れ
た
愛
知
子
ど
も

調
査
に
よ
る
と
県
内
の
子
ど
も
の
貧
困
率

は
全
国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
た
が
、
ひ

と
り
親
の
子
ど
も
は
全
国
平
均
を
上
回
っ

た
。
子
ど
も
の
貧
困
は
、
外
か
ら
見
え
に

く
く
、
認
識
が
さ
れ
に
く
い
。
自
己
肯
定

感
が
持
て
な
い
等
、
子
ど
も
の
成
長
に
影

響
を
与
え
る
。
社
会
か
ら
孤
立
さ
れ
や
す

い
子
ど
も
の
貧
困
を
、
社
会
全
体
の
意
識

と
し
て
持
つ
こ
と
が
大
切
と
考
え
る
。
こ

う
し
た
状
況
か
ら
、
支
援
体
制
を
充
実
さ

せ
る
た
め
本
市
で
も
実
態
調
査
が
必
要
で

は
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
認
識
や
本
市
の
実

態
、
貧
困
対
策
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

　
愛
知
子
ど
も
調
査
に
よ
る
と
子
ど
も
の

貧
困
率
は
県
全
体
で
5.
9
%
、
本
市
が

属
す
尾
張
中
央
圏
域
は
5.
5
％
で
県
平

均
を
下
回
っ
て
い
る
。
本
市
の
実
態
と
し

て
は
、
就
労
支
援
に
よ
る
自
立
の
増
加
に

よ
り
、
対
象
者
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
。
本
市
で
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
、
家
庭
療
育
支
援
、
市
独
自
の
遺
児
手

当
の
支
給
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
福
祉
事

業
に
よ
り
保
護
者
の
生
活
の
安
定
と
自
立

を
図
り
、
教
育
委
員
会
で
は
児
童
・
生
徒

の
学
力
向
上
に
向
け
き
め
細
や
か
な
指
導

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
「
子
ど
も

の
貧
困
」
を
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
盛
り

込
ん
で
、
支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

・
子
ど
も
の
地
域
と
支
援
を
つ
な
ぐ
「
子

　
ど
も
食
堂
」
に
応
援
を

・
子
ど
も
を
丸
ご
と
受
け
入
れ
る
中
卒
ま

　
で
の
医
療
費
無
料
化
を

市
内
の
信
号
に
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
充
実
を

大
原
　
久
直（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

渡
邉
　
麻
衣
子（
日
本
共
産
党
）

　
一
時
保
育
事
業
の
中
で
今
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
は
、
月
に

一
度
の
み
の
利
用
と
な
っ
て
い
る
。
２
人

の
自
閉
症
の
お
子
様
を
持
つ
保
護
者
か

ら
、
下
の
お
子
様
を
連
れ
て
上
の
子
の
幼

稚
園
行
事
に
参
加
す
る
の
が
困
難
な
た

め
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
を
利
用
し
て
い

る
。
預
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
時
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る

が
、
費
用
が
高
く
金
銭
的
負
担
が
大
き
い

と
相
談
を
受
け
た
。
「
出
産
・
子
育
て
に

向
く
街
ラ
ン
キ
ン
グ
」
１
位
の
本
市
だ
か

ら
こ
そ
、
条
件
緩
和
や
定
員
の
拡
大
、
ま

た
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
利

用
料
補
助
等
、
よ
り
手
厚
い
支
援
拡
大
に

つ
い
て
当
局
の
見
解
は
。

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
は
保
護
者
が
お
子

様
か
ら
離
れ
、
育
児
負
担
の
軽
減
が
で
き

る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
時
間
と
し
て
大
切
な

制
度
と
考
え
る
。
ま
た
、
障
が
い
を
有
し

て
い
る
お
子
様
を
連
れ
て
の
行
事
参
加
等

の
支
援
も
重
要
と
考
え
る
。
平
成
30
年
度

か
ら
は
九
之
坪
保
育
園
と
民
間
事
業
者
で

合
わ
せ
て
24
名
定
員
で
実
施
す
る
と
と
も

に
、
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
利
用
枠
を

広
げ
利
用
条
件
や
定
員
の
拡
大
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
利
用
料
補
助
に
つ
い
て
は
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で
あ
る
が
研
究
し
て
い

き
た
い
。

・
児
童
発
達
支
援
事
業
所
の
利
用
料
等
の

支
払
い
方
法
に
つ
い
て

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
保
育
の
拡
充
に
つ
い
て

齊
藤
　
裕
美（
公
明
党
）
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予
定
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い

て
も
、
必
要
な
方
の
状
態
に
合
わ
せ
た
形

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

　
見
守
り
に
つ
い
て
は
、
介
護
等
サ
ー
ビ

ス
利
用
時
や
市
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、

見
守
り
協
力
員
に
よ
る
見
守
り
体
制
等
が

あ
る
。
ま
た
、
協
定
に
よ
り
新
聞
や
牛
乳

の
配
達
店
、
郵
便
事
業
者
等
へ
の
見
守
り

を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も
更
な
る
見

守
り
支
援
を
す
す
め
て
い
く
。

ゴ
ミ
収
集
と
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

　北名古屋市議会では開かれた議会への推進
を図るため、議会だより『きたしる』がスマ
ートフォン等のアプリ【マチイロ】でも閲覧
できるようにしました。

　本会議・委員会開催日（P１６臨時会・定例会の予定参考）に、市役所東庁舎４階東エレ
ベーター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始３０
分前からとなります。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通信機器
のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集し掲載し
ているもので、その内容は北名古屋市議会とは関係ありません。

利用方法
１．右のQRコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索して、アプリをダ
　　ウンロードしてください。
２．インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めるようになりました。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

　
自
ら
ゴ
ミ
出
し
を
す
る
こ
と
が
難
し
い

方
々
へ
の
家
庭
系
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
に
対

す
る
支
援
が
、
多
く
の
自
治
体
で
始
ま
っ

て
い
る
。
支
援
制
度
は
直
接
支
援
型
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
型
が
あ
る
が
、
現

在
、
自
治
体
に
よ
る
支
援
の
9
割
近
く
は

直
接
支
援
型
で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
に

よ
り
異
な
る
が
、
訪
問
時
に
声
掛
け
等
安

否
確
認
を
行
う
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
本
市
で
も
高
齢
者
の
方
や
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
へ
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い

て
、
対
象
者
の
条
件
等
を
設
け
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
本
市
の
生

活
支
援
に
関
す
る
安
否
確
認
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
市
と
し
て
も
、
ゴ
ミ
出
し
を
含
め
た
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
本
市
で
は
介
護
制
度
に
よ
る

生
活
援
助
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
市
の
事
業

で
あ
る
軽
度
生
活
支
援
事
業
等
を
活
用
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
よ
り
軽
微
な
生
活
支
援
を
行
う
総

合
事
業
を
実
施
で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り

や
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
に
よ
り

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を

シルバー人材センター

北名古屋市の未来を語る講演会

福
祉
部
次
長

市
民
活
動
推
進
課
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　
去
る
１
月
に
I
I
H
O
E
代
表
、
川
北

秀
人
氏
の
市
民
協
働
に
つ
い
て
の
講
演
会

が
文
化
勤
労
会
館
で
行
わ
れ
た
。

①
本
市
は
地
区
ご
と
に
年
齢
層
、
人
口
密

度
や
特
色
が
様
々
な
た
め
一
つ
の
処
方
箋

で
の
ま
ち
づ
く
り
は
難
し
い
と
思
う
が
、

講
演
内
容
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

か
。

②
第
２
次
総
合
計
画
で
の
協
働
・
行
財
政

分
野
の
自
治
会
活
動
に
参
加
す
る
市
民
が

現
状
値
31
・
6
%
、
2
0
2
7
年
に
は
40

%
の
目
標
値
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
こ
の

目
標
に
向
け
ど
の
よ
う
に
参
加
を
促
し
て

い
く
か
。

③
転
入
者
の
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
勧
奨

等
の
課
題
を
抱
え
る
地
域
に
絞
り
対
面
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
し
て
は
。

①
地
域
特
有
の
課
題
を
住
民
自
治
で
解
決

で
き
る
新
し
い
地
域
自
治
組
織
を
生
み
出

す
た
め
の
取
り
組
み
に
生
か
さ
れ
る
と
考

え
る
。

②
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
話
し
合
い
の

場
づ
く
り
、
小
さ
な
課
題
か
ら
解
決
で
き

る
新
し
い
地
域
自
治
組
織
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

③
地
域
課
題
を
自
分
の
こ
と
と
捉
え
、
地

域
の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
き
っ
か
け

と
な
る
場
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
、
そ
の

中
で
広
く
地
域
の
皆
様
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

・
市
内
で
の
交
通
事
故
の
傾
向
に
つ
い
て

・
法
成
寺
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
運
転
時
代
の
ま
ち
づ

　
く
り
に
つ
い
て

・
石
橋
地
区
の
建
蔽
率
問
題
に
つ
い
て

・
石
橋
地
区
に
公
園
の
設
置
を

・
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
大
会
の
交
通
規
制
へ

　
の
対
応
に
つ
い
て

・
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
で
の
ま
ち
づ

　
く
り
に
つ
い
て

高
齢
者
等
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
）

転
入
者
の
方
々
の
町
内
会
・
自
治
会
参
加
の

課
題
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

オフライン閲覧機能
一度ダウンロードした
議会だより等は

通信なしで見ることが
できます。

スムーズな操作性
ページめくりや
拡大・縮小の操作も
簡単にできます。

スクラップ機能
気になる記事は

画像として切り取って
保存できます。

プッシュ通知機能
最新号が出たら
お知らせをして
くれます。

※委員会は先着１０名となりますのでご了承ください。

第１委員会室 本会議場
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予
定
し
て
い
る
。
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い

て
も
、
必
要
な
方
の
状
態
に
合
わ
せ
た
形

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い

く
。

　
見
守
り
に
つ
い
て
は
、
介
護
等
サ
ー
ビ

ス
利
用
時
や
市
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
、

見
守
り
協
力
員
に
よ
る
見
守
り
体
制
等
が

あ
る
。
ま
た
、
協
定
に
よ
り
新
聞
や
牛
乳

の
配
達
店
、
郵
便
事
業
者
等
へ
の
見
守
り

を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も
更
な
る
見

守
り
支
援
を
す
す
め
て
い
く
。

ゴ
ミ
収
集
と
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

　北名古屋市議会では開かれた議会への推進
を図るため、議会だより『きたしる』がスマ
ートフォン等のアプリ【マチイロ】でも閲覧
できるようにしました。

　本会議・委員会開催日（P１６臨時会・定例会の予定参考）に、市役所東庁舎４階東エレ
ベーター前で傍聴受付を行います。本会議の受付時間は、本会議、委員会とも会議開始３０
分前からとなります。

注意事項
※アプリは無料で利用できますが、通信料がかかります。（通信機器
のご利用プランごとに異なります。）
※アプリ画面上に表示される広告は、株式会社ホープが募集し掲載し
ているもので、その内容は北名古屋市議会とは関係ありません。

利用方法
１．右のQRコードから、またはApp StoreやGoogle playにて「マチイロ」と検索して、アプリをダ
　　ウンロードしてください。
２．インストールした後、性別、生年月日、お住いの地域などの個人設定を行ってください。

議会だよりがアプリで読めるようになりました。

本会議・委員会を傍聴してみませんか

　
自
ら
ゴ
ミ
出
し
を
す
る
こ
と
が
難
し
い

方
々
へ
の
家
庭
系
ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
に
対

す
る
支
援
が
、
多
く
の
自
治
体
で
始
ま
っ

て
い
る
。
支
援
制
度
は
直
接
支
援
型
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
型
が
あ
る
が
、
現

在
、
自
治
体
に
よ
る
支
援
の
9
割
近
く
は

直
接
支
援
型
で
あ
る
。
ま
た
、
自
治
体
に

よ
り
異
な
る
が
、
訪
問
時
に
声
掛
け
等
安

否
確
認
を
行
う
仕
組
み
を
導
入
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
本
市
で
も
高
齢
者
の
方
や
障
が
い
を
お

持
ち
の
方
へ
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い

て
、
対
象
者
の
条
件
等
を
設
け
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
本
市
の
生

活
支
援
に
関
す
る
安
否
確
認
の
取
り
組
み

状
況
は
。

　
市
と
し
て
も
、
ゴ
ミ
出
し
を
含
め
た
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
重
要
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
本
市
で
は
介
護
制
度
に
よ
る

生
活
援
助
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
ワ
ン
コ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
、
市
の
事
業

で
あ
る
軽
度
生
活
支
援
事
業
等
を
活
用
で

き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

30
年
度
よ
り
軽
微
な
生
活
支
援
を
行
う
総

合
事
業
を
実
施
で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り

や
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
委
託
に
よ
り

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
を

シルバー人材センター

北名古屋市の未来を語る講演会

福
祉
部
次
長

市
民
活
動
推
進
課
長

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

　
去
る
１
月
に
I
I
H
O
E
代
表
、
川
北

秀
人
氏
の
市
民
協
働
に
つ
い
て
の
講
演
会

が
文
化
勤
労
会
館
で
行
わ
れ
た
。

①
本
市
は
地
区
ご
と
に
年
齢
層
、
人
口
密

度
や
特
色
が
様
々
な
た
め
一
つ
の
処
方
箋

で
の
ま
ち
づ
く
り
は
難
し
い
と
思
う
が
、

講
演
内
容
を
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

か
。

②
第
２
次
総
合
計
画
で
の
協
働
・
行
財
政

分
野
の
自
治
会
活
動
に
参
加
す
る
市
民
が

現
状
値
31
・
6
%
、
2
0
2
7
年
に
は
40

%
の
目
標
値
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
こ
の

目
標
に
向
け
ど
の
よ
う
に
参
加
を
促
し
て

い
く
か
。

③
転
入
者
の
町
内
会
・
自
治
会
へ
の
勧
奨

等
の
課
題
を
抱
え
る
地
域
に
絞
り
対
面
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
し
て
は
。

①
地
域
特
有
の
課
題
を
住
民
自
治
で
解
決

で
き
る
新
し
い
地
域
自
治
組
織
を
生
み
出

す
た
め
の
取
り
組
み
に
生
か
さ
れ
る
と
考

え
る
。

②
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
話
し
合
い
の

場
づ
く
り
、
小
さ
な
課
題
か
ら
解
決
で
き

る
新
し
い
地
域
自
治
組
織
の
あ
り
方
を
検

討
し
て
い
く
。

③
地
域
課
題
を
自
分
の
こ
と
と
捉
え
、
地

域
の
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
き
っ
か
け

と
な
る
場
づ
く
り
を
一
層
推
進
し
、
そ
の

中
で
広
く
地
域
の
皆
様
の
声
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

・
市
内
で
の
交
通
事
故
の
傾
向
に
つ
い
て

・
法
成
寺
交
差
点
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
Ａ
Ｉ
に
よ
る
自
動
運
転
時
代
の
ま
ち
づ

　
く
り
に
つ
い
て

・
石
橋
地
区
の
建
蔽
率
問
題
に
つ
い
て

・
石
橋
地
区
に
公
園
の
設
置
を

・
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
大
会
の
交
通
規
制
へ

　
の
対
応
に
つ
い
て

・
多
様
な
主
体
に
よ
る
協
働
で
の
ま
ち
づ

　
く
り
に
つ
い
て

高
齢
者
等
の
ご
み
出
し
支
援
に
つ
い
て

上
野

　雅
美（
無
会
派
）

転
入
者
の
方
々
の
町
内
会
・
自
治
会
参
加
の

課
題
に
つ
い
て

阿
部

　武
史（
無
会
派
）

オフライン閲覧機能
一度ダウンロードした
議会だより等は

通信なしで見ることが
できます。

スムーズな操作性
ページめくりや
拡大・縮小の操作も
簡単にできます。

スクラップ機能
気になる記事は

画像として切り取って
保存できます。

プッシュ通知機能
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委員会における 審査報告 ～議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

議　員

民生費 がん検診について、集団検診と個別検診の受診料金に違
いがあったが、来年度から同一の受診料金となっている
のは。

受診料金の違いが問題となっていたが、受診者にとって選択
肢を広げていただくために集団検診と個別検診の受診料金を
同一にした。

予算決算常任委員会
平成２９年度一般会計補正予算（第５号）について

平成３０年度一般会計予算について

平成３０年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について

議　員

市たばこ税が減収となっているが、要因としては何が
考えられるか。

減収の要因としては、喫煙率の低下と、通常の紙たばこに比
べて税率の低い加熱式たばこの普及の増加が考えられる。

財務部

市民健康部

児童クラブ運営業務委託事業について、待機児童につい
てのニュースが流れているのを目にするが、北名古屋市
の対応は。

児童クラブについて、定員があるが、申込者はすべて受け入
れており、指導員を増やして対応している。

福祉部

議　員

歳入全般 ふるさと納税について、当初と比較すると増額となっ
ている。他の自治体ではポイント制度などさまざまな
制度で収入を得ているが、今後、制度の改良などにつ
いての考えは。

ふるさと納税業務について委託している業者のサイトが好評で、
寄付金が増えている。今後も現在のシステムで行っていく。

財務部

議　員

歳出全般 きたバス事業について、他市町の動向を踏まえてどのよ
うに考えているか。また市民からの要望については。

近隣市町の情報は集めており、今後参考にしていく。市民か
らバス停の設置やバスの時間など、様々な意見を集約して今
後、路線を構築していく。 防災環境部

議　員

総務費 監査委員について、現在2名と定められているが、監査
業務は広範多岐に渡るため、体制の強化は必要ではな
いか。

行政の適正な運営の確保のために、体制強化の必要性は感じてい
る。今後監査委員を補佐する監査支援員を導入していきたい。

監査委員事務局

議　員

法人市民税が3億3,200万円ほど減った原因は。

主な減額の要因としては、平成29年度補正予算（第1号）で
法人市民税を還付した大手の会社の影響であるが、市内に
2,000以上ある法人の申告結果によって減額となっている。

財務部

住宅リフォーム等促進事業について、11月頃には終了
してしまうなどニーズは多いと考える。今後の考えは。

例年150件前後申請がある。当初は平成27年度までの予定
だったが、来年度まで制度を延長して対応する。

建設部
議　員

土木費

議　員

消防費

議　員

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）について、緊急地
震速報を市民に周知するまでの時間が遅いのでは。

来年度予算で機器の更新を計上しており、更新後は回線が現
在よりは早くなると思われるが、より多くの情報を市民に知
らせる事ができるよう検討する。

防災環境部

財政運営責任主体が市から県へ移行することへの影響や
他市町の動向は。

被保険者にとっては保険税の増額が考えられる。他市町につ
いては、保険税を引上げ、据置き、引下げなど判断が分かれ
ているが、被保険者の立場に立って保険税率の改定を行って
いきたい。 市民健康部

議　員
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委員会における 審査報告 ～議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

議　員

民生費 がん検診について、集団検診と個別検診の受診料金に違
いがあったが、来年度から同一の受診料金となっている
のは。

受診料金の違いが問題となっていたが、受診者にとって選択
肢を広げていただくために集団検診と個別検診の受診料金を
同一にした。

予算決算常任委員会
平成２９年度一般会計補正予算（第５号）について

平成３０年度一般会計予算について

平成３０年度北名古屋市国民健康保険特別会計予算について

議　員

市たばこ税が減収となっているが、要因としては何が
考えられるか。

減収の要因としては、喫煙率の低下と、通常の紙たばこに比
べて税率の低い加熱式たばこの普及の増加が考えられる。

財務部

市民健康部

児童クラブ運営業務委託事業について、待機児童につい
てのニュースが流れているのを目にするが、北名古屋市
の対応は。

児童クラブについて、定員があるが、申込者はすべて受け入
れており、指導員を増やして対応している。

福祉部

議　員

歳入全般 ふるさと納税について、当初と比較すると増額となっ
ている。他の自治体ではポイント制度などさまざまな
制度で収入を得ているが、今後、制度の改良などにつ
いての考えは。

ふるさと納税業務について委託している業者のサイトが好評で、
寄付金が増えている。今後も現在のシステムで行っていく。

財務部

議　員

歳出全般 きたバス事業について、他市町の動向を踏まえてどのよ
うに考えているか。また市民からの要望については。

近隣市町の情報は集めており、今後参考にしていく。市民か
らバス停の設置やバスの時間など、様々な意見を集約して今
後、路線を構築していく。 防災環境部

議　員

総務費 監査委員について、現在2名と定められているが、監査
業務は広範多岐に渡るため、体制の強化は必要ではな
いか。

行政の適正な運営の確保のために、体制強化の必要性は感じてい
る。今後監査委員を補佐する監査支援員を導入していきたい。

監査委員事務局

議　員

法人市民税が3億3,200万円ほど減った原因は。

主な減額の要因としては、平成29年度補正予算（第1号）で
法人市民税を還付した大手の会社の影響であるが、市内に
2,000以上ある法人の申告結果によって減額となっている。

財務部

住宅リフォーム等促進事業について、11月頃には終了
してしまうなどニーズは多いと考える。今後の考えは。

例年150件前後申請がある。当初は平成27年度までの予定
だったが、来年度まで制度を延長して対応する。

建設部
議　員

土木費

議　員

消防費

議　員

Ｊアラート（全国瞬時警報システム）について、緊急地
震速報を市民に周知するまでの時間が遅いのでは。

来年度予算で機器の更新を計上しており、更新後は回線が現
在よりは早くなると思われるが、より多くの情報を市民に知
らせる事ができるよう検討する。

防災環境部

財政運営責任主体が市から県へ移行することへの影響や
他市町の動向は。

被保険者にとっては保険税の増額が考えられる。他市町につ
いては、保険税を引上げ、据置き、引下げなど判断が分かれ
ているが、被保険者の立場に立って保険税率の改定を行って
いきたい。 市民健康部

議　員
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委員会における 審査報告 ～主な議案質疑内容を
　　　　　紹介します。～

議案第16号　北名古屋市介護保険条例の一部改正について

介護保険料の基準収入額について、北名古
屋市では10段階となっているが、他の市町
では、段階や限度額を変更している市町も
あるが。

国の動向や他市町の状況を見極めながら検討
していく。現段階では、基準収入額について
10段階で実施する。

福祉部

議　員

議案第11号　北名古屋市国民健康保険税条例の一部改正について議案第22号　北名古屋市都市農業振興基本計画策定委員会条例の制定について

保険税の1人当たりに係る均等割額が上がっ
てしまうと、子どもが多い世帯の、負担が大
きくなるので、軽減策を考えていないか。

世帯の人数が多くなるほど、負担は大きくな
るが、子供についての均等割の助成は考えて
いない。

市民健康部

議　員

策定委員会のメンバー構成の選定についての
考えは。

学識経験を有する方、農業者の代表として農
業委員会や実行組合、農業団体の代表として
農協や十五ケ用水土地改良区、その他愛知県
の職員などを考えている。なお、女性の登用
も考えている。

建設部

議　員

議案第15号　北名古屋市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を
　　　　　　 定める条例の制定について

今まで県が行ってきた業務が市の業務となる
が、市の人員や財源などに問題はないか。

人員、財政的にも現在の職員により対応は可
能である。

福祉部

議　員

福祉教育常任委員会
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建設常任委員会
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議案第1号について審査し、質疑は特にありませんでした。

総務常任委員会

齊藤委員平野委員長瀬委員黒川委員上野副委員長神田委員長

　この作品は、「九之坪保育園」というテーマで
名古屋芸術大学の学生さんに描いていただきました。

生沼　好一朗さん
（名古屋芸術大学4年）

表紙紹介
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　我々第３期市議会議員での議会だよりの編集につきましては、今号が最後にな
ります。任期中に議会だよりの大幅なリニューアルを行い、市議会としてよりわ
かりやすい誌面を目指してまいりました。そして今号から市民の皆様からのご意
見を反映し、右綴じへと変更いたしました。これからも北名古屋市議会そして議
会だより「きたしる」をどうぞご期待ください。ありがとうございました。

編 集 後 記

平成30年　第2回定例会の予定

平成３０年 第１回臨時会の予定

【請願書・陳情書の
提出について】
第２回定例会の審査
対象となる請願書・
陳情書の提出期限
は、5月25日（金）
の午後５時（予定）
です。詳しくは、議
会事務局までお問い
合わせください。

※議長など議会役職者の
　選出が行われます。

本会議（初日）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

予算決算常任委員会

福祉教育常任委員会

建設常任委員会

総務常任委員会

本会議（最終日）

本会議（初議会）

６月 5 日㈫

６月13日㈬

６月14日㈭

６月15日㈮

６月19日㈫

６月20日㈬

６月21日㈭

６月28日㈭

≪皆さんの声をお聞かせください≫

　議会だよりをリニューアルして２年が経過しました。
より充実させるため、皆様からのご意見
ご感想をお聞かせください

●メール　  giji@city.kitanagoya.lg.jp
●ＦＡＸ　（0568）23-3140

５月１５日㈫
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